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ふるさとへの

だより風
ふるさとの皆さまへ在

京
金
ケ
崎
人
会
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
や
ご
連
絡
は
左
記
へ

▼
連
絡
事
務
所
（
金
澤
志
年
）
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e-m
ail　

skshoukai@
gm
ail.com

首
都
圏
在
住
の
金
ケ
崎
出
身
者
や
ゆ
か
り
の
あ
る
方
の
入
会
を
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

ＮＥＷＳＦＩＬＥ

　
首
都
圏
に
在
住
す
る
金
ケ
崎
町
出

身
者
が
集
ま
る「
在
京
金
ケ
崎
人
会
」

は
今
年
で
創
立
34
年
。
ふ
る
さ
と
金

ケ
崎
町
に
感
謝
し
、
誇
り
を
持
ち
、

応
援
す
る
会
で
す
。
毎
年
10
月
に
東

京
で
「
金
ケ
崎
人
の
集
い
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
も
、
ふ
る
さ
と
か
ら
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ま
と
交
流
を
重
ね
、

思
わ
ず
飛
び
出
す
ふ
る
さ
と
の
言
葉

を
懐
か
し
み
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
令
和
」
と
い
う
新
た
な
時
代
を

迎
え
た
今
年
、
首
都
圏
で
暮
ら
す
友

人
・
知
人
と
久
々
に
会
っ
て
、
旧
交

を
温
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
民
謡
歌
手

や
マ
ジ
シ
ャ
ン
、
売
り
出
し
中
の
芸

人
ら
に
よ
る
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
い
た
だ
け
る
と
い
う
人
に
は

事
務
局
よ
り
案
内
状
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

金
ケ
崎
人
の
集
い

■
期
日　
10
月
27
日
㈰
午
前
11
時
30

分
開
会
（
受
付
午
前
11
時
〜
）　

■
場
所　

ホ
テ
ル
ラ
ン
グ
ウ
ッ
ド

２
階
（
東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
５

-

50-

５
）

■
会
費　
一
人
８
０
０
０
円
（
ご
夫

妻
に
限
り
お
二
人
で
１
万
５
０
０
０

円
）

■
申
込
締
切　
９
月
20
日
㈮

※
「
集
い
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

「金ケ崎人の集い」
ご案内

創
意
工
夫
で
も
の
づ
く
り
に
貢
献

　
平
成
31
年
度
科
学
技
術
分
野
の
文
部
科

学
大
臣
表
彰
・
創
意
工
夫
功
労
者
賞
に
町

内
３
事
業
所
16
人
が
輝
き
ま
し
た
。
同
賞

は
、
職
場
で
優
れ
た
創
意
工
夫
を
行
い
、

科
学
技
術
振
興
に
つ
な
が
る
考
案
・
改
良

に
貢
献
し
て
い
る
人
を
国
が
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
県
内
で
は
東
北
最
多
と
な
る
28

人
が
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
㈱
岩
手
工
場

佐
々
木
秀
幸
さ
ん
、
奥
山
崇
史
さ
ん
、
紺

野
雄
一
さ
ん
、
佐
藤
修
二
さ
ん
、
小
沢
哲

也
さ
ん
、畠
山
孝
さ
ん
、工
藤
真
悟
さ
ん
、

谷
地
直
紀
さ
ん
、
國
分
賢
治
さ
ん

▼
㈱
デ
ン
ソ
ー
岩
手

千
葉
智
さ
ん
、
岩
渕
恵
さ
ん
、
津
田
安
善

さ
ん
、橋
坂
光
彦
さ
ん
、老
林
秀
幸
さ
ん
、

大
泉
純
子
さ
ん

▼
シ
オ
ノ
ギ
フ
ァ
ー
マ
㈱
金
ケ
崎
工
場

後
藤
遥
さ
ん

人権擁護委員を
２人に委嘱
　令和元年７月から新たに２
人が法務大臣から人権擁護委
員に委嘱されました。任期は
３年間です。

松本ヤエ子さん（下永沢第一）

菅原マリ子さん（諏訪小路）
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交
番
だ
よ
り

問 

金
ケ
崎
交
番

（
☎
44-

５
２
２
７
）

　

 

永
岡
駐
在
所

（
☎
44-

３
３
１
０
）

　
県
で
は
、
昨
年
１
年
間
で
10
件

キ
ノ
コ
採
り
で
遭
難
事
故
が
発
生

し
、
死
者
３
人
、
行
方
不
明
者
１

人
、
無
事
救
出
が
６
人
で
し
た
。

命
の
危
険
が
伴
う
山
の
事
故
。「
山

の
恵
み
の
収
穫
よ
り
も
安
全
を
第

一
」に
考
え
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
キ
ノ
コ
採
り
の
注
意
事
項

①
家
族
に
行
先
、
帰
宅
時
間
を
知

ら
せ
、
早
出
、
早
帰
り
を
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

②
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
く
危

険
で
す
。
天
候
が
悪
く
な
り
そ
う

な
と
き
は
、
山
に
入
る
の
を
や
め

ま
し
ょ
う
。

③
山
で
は
、
自
分
の
位
置
を
確
か

め
な
が
ら
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

④
万
一
に
備
え
、
食
糧
、
雨
具
、

懐
中
電
灯
な
ど
を
持
っ
て
山
に
出

か
け
ま
し
ょ
う
。
特
に
、
携
帯
電

話
は
必
ず
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
ク
マ
に
出
会
う
こ
と
も
予
想
さ

れ
る
の
で
、
笛
・
鈴
・
ラ
ジ
オ
等

で
ク
マ
よ
け
の
工
夫
を
し
ま
し
ょ

う
。

⑥
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で
入
山

し
、
山
中
で
は
声
を
掛
け
合
い
、

お
互
い
に
位
置
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

⑦
山
で
の
発
病
は
大
事
に
至
り
ま

す
。
自
分
の
体
力
、
健
康
状
態
に

応
じ
た
行
動
を
と
り
、
無
理
を
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

キノコ採りによる遭難事故防止
～山の恵みの収穫よりも安全第一で～

　
こ
の
「
漠
然
と
し
た
不
安
」
を
解

消
す
る
た
め
に
は
、
自
分
な
り
の
理

想
的
な
姿
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
事
、
地

域
の
中
で
話
し
合
う
事
が
必
要
な
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
づ
く
り
推
進
室
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を
皆
さ
ん
と
話
し
合
い

な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
地
域
づ
く
り
の
考
え
方
や
取
り
組
み
等

を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま
す
。

変
わ
る
、
地
域
づ
く
り

問
い
合
わ
せ
先 

地
域
づ
く
り
推
進
室

（
☎
44-

３
１
２
３
）

Vol.4

未
来
を
見
据
え
て

　
「
５
年
先
は
ダ
メ
に
な
っ
て
い
る
」

「
本
当
に
厳
し
く
な
っ
た
時
は
、
も

う
手
遅
れ
だ
」
地
域
で
お
話
を
聞
い

て
い
る
と
、
こ
の
よ
う
に
少
し
先
の

未
来
を
考
え
て
い
る
人
も
多
く
い
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
地
域
の
中
で
未

来
の
こ
と
を
話
す
機
会
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
自
治
会
や
各
種
団
体
の
会

議
で
は
、
毎
年
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
話
し
合
い
ま
す
が
、
未
来
の
事

を
話
し
合
っ
て
い
る
と
い
う
声
は
あ

ま
り
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
。

　
「
地
域
の
課
題
は
何
で
す
か
？
」

と
い
う
質
問
を
す
る
と
「
買
い
物
が

大
変
」「
災
害
が
発
生
し
た
時
の
避

難
が
不
安
」「
ス
ポ
少
の
送
り
迎
え

が
大
変
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
を
も

ら
い
ま
す
。

　
「
で
は
、
ど
う
な
っ
た
ら
課
題
が

解
決
さ
れ
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問

に
は
、
あ
ま
り
明
確
な
答
え
が
出
て

こ
な
い
の
が
現
状
で
、多
く
の
人
が
、

「
漠
然
と
し
た
不
安
」
を
抱
え
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

９月１日は「防災の日」
８月30日から9月5日は「防災週間」です
　近年大規模な災害が、全国各地で毎年のよう
に発生しています。
　自然災害による被害をゼロにすることはでき
ませんが、ひとりひとりの準備や心構えで被害
を減らすことは可能です。万一に備えて日ごろ
から防災・減災に対する意識を高めましょう。

※地域づくり推進室では、地域の将来人口や想定される課題の分析結果の他、地域内での話し
合いのお手伝いも行っていますので、お気軽にお問い合わせください。

【例】災害から身を守るために
どんな未来を目指しますか？

現在
（現状）

予想される
未来

目指す
未来

災害が増えているけど
大丈夫かな？

避難所が分かって安心。
仕事の時、子どもは○○
さんがみてくれそう！

避難所はどこ？
いざという時は誰に相談
すればいいの？

みんなで少し先の未来を
語ってみませんか？

皆で
考え
行動
する
と→

何もしないと→

避難訓練の見直し
子どもや高齢者の支援体制
地域内の交流事業の見直し
避難経路が分からない
高齢者が増えている
近所付き合いが希薄化

⬆　
⬆　
⬆


